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本 論 文 を ， 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会  機 関 誌 「 J N E T  ( J o u r n a l  o f  
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誓 約 い た し ま す ．  
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和 文 要 旨  1  

目 的  2  

脳 静 脈 洞 血 栓 症 は 発 症 後 に 症 状 が 進 行 す る こ と が あ り ， 早 期 の 血 管3  

内 治 療 が 転 帰 の 改 善 に つ な が る と 思 わ れ る ． 今 回 ， 脳 静 脈 洞 血 栓 症4  

の 初 期 治 療 と し て 血 栓 回 収 を 行 っ た 症 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る ．  5  

症 例  6  

4 5 歳 女 性 ．搬 送 2 週 間 前 か ら 頭 痛 を 自 覚 し ，右 上 肢 の 強 直 性 発 作 で7  

搬 送 さ れ た ． 搬 送 時 ， 意 識 は J C S  1 で 麻 痺 な し ． C T で 右 上 前 頭 回8  

に 小 出 血 が あ り ， 3 D - C TA で 上 矢 状 静 脈 洞 が 描 出 さ れ ず 脳 静 脈 洞 血9  

栓 症 と 診 断 し た ． 脳 血 管 撮 影 で 静 脈 う っ 滞 が あ り ， 症 状 増 悪 が 予 測1 0  

さ れ 直 ち に 血 栓 回 収 し 部 分 再 開 通 を 得 た ． 術 後 に 抗 凝 固 療 法 を 行 い1 1  

意 識 レ ベ ル ， 頭 痛 は 改 善 し た ．  1 2  

結 論  1 3  

症 状 の 進 行 が 予 測 さ れ る 脳 静 脈 洞 血 栓 症 に 対 し 早 期 の 血 栓 回 収 は 有1 4  

効 で あ る と 考 え ら れ る ．  1 5  

 1 6  

 1 7  

緒 言  1 8  

脳 静 脈 洞 血 栓 症 は 稀 な 疾 患 で あ り ，全 脳 卒 中 の 0 . 5 - 1 % 1 ) ，1 5 . 7 人 / 1 01 9  

万 人 /年 の 罹 患 率 と 報 告 さ れ て い る 2 ) ．A m e r i c a n  H e a r t  A s s o c i a t i o n  2 0  

( A H A )の ガ イ ド ラ イ ン で は 抗 凝 固 療 法 が 推 奨 さ れ ， 症 状 の 進 行 例 に2 1  

血 管 内 治 療 を 考 慮 す る と さ れ る 3 ) ． し か し ， 脳 静 脈 洞 血 栓 症 の 2 4 -2 2  

2 5 . 8 %で 症 状 が 進 行 し 4 ,  5 ) ， 症 状 進 行 が 予 測 さ れ る 症 例 で は 早 期 の2 3  

血 管 内 治 療 に よ り 転 帰 が 改 善 す る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 5 ) ． 今2 4  
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回 ， 我 々 は 静 脈 う っ 滞 を 呈 し て い る 脳 静 脈 洞 血 栓 症 に 対 し 来 院 当 日1  

に 血 栓 回 収 を 行 い 良 好 な 転 帰 を 得 た 症 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る ．  2  

 3  

症 例 提 示  4  

症 例 ： 4 5 歳 ， 女 性 ．  5  

主 訴 ： 強 直 性 発 作  6  

既 往 歴 ： 潰 瘍 性 大 腸 炎 ， 子 宮 筋 腫 ．  7  

内 服 歴 ： プ レ ド ニ ゾ ロ ン ， ノ ル ゲ ス ト レ ル ・ エ チ ニ ル エ ス ト ラ ジ オ8  

ー ル ．  9  

現 病 歴 ： 活 動 性 の 潰 瘍 性 大 腸 炎 に よ る 下 血 で 前 医 に 入 院 し て い た ．1 0  

前 医 入 院 中 に 頭 痛 ， 右 下 肢 の 違 和 感 が あ り C T を 施 行 さ れ た が 明 ら1 1  

か な 異 常 な く 自 宅 退 院 し た ． 頭 痛 発 症 か ら 1 0 日 目 に 5 分 間 持 続 す1 2  

る 右 上 肢 の 強 直 性 発 作 を 生 じ 当 院 へ 搬 送 さ れ た ．  1 3  

入 院 時 現 症 ： J C S  1， 明 ら か な 麻 痺 な し ， 右 下 肢 の 異 常 感 覚 あ り ．  1 4  

入 院 時 血 液 検 査 ： W B C  1 0 0 x  1 0 2 /μL， R B C  3 1 7  x  1 0 4 /μL  ， P l t  4 0 . 8  1 5  

x  1 0 4 /μL  ， B U N  7 . 1  m g / d L， C r e  0 . 5 3  m g / d L， N a  1 3 9 m m o l / L， K  1 6  

3 . 9 m m o l / L，C l  1 0 8 m m o l / L，P T- I N R  0 . 9 7，A P T T  1 9 . 6 s e c，D - d i m e r  1 7  

3 . 3  μ g / m L  1 8  

入 院 時 画 像 所 見 ： C T で 右 上 前 頭 回 に 1 c m 大 の 皮 質 下 出 血 が み ら れ1 9  

た  ( F i g .  1 A )． 上 矢 状 静 脈 洞 内 に 明 ら か な 高 吸 収 域 は み ら れ な か っ2 0  

た ．M R I で 左 中 心 後 回 に F L A I R で 高 信 号 が あ り ，T 2 *で 皮 質 静 脈 の2 1  

拡 張 が み ら れ た  ( F i g .  1 B ,  C )． 3 D - C TA で 上 矢 状 静 脈 洞 が 描 出 さ れ2 2  

ず ， 脳 静 脈 洞 血 栓 症 と 診 断 し た  ( F i g .  1 D )． 右 上 前 頭 回 に 出 血 が あ2 3  

り ， 右 内 頚 動 脈 を 行 う と 静 脈 相 で 上 矢 状 静 脈 洞 は 描 出 さ れ ず ， 上 矢2 4  



3 
 

状 静 脈 洞 の 前 方 ， 後 方 か ら 板 間 静 脈 へ 流 出 す る 側 副 血 行 が み ら れ た1  

が 上 矢 状 静 脈 洞 の 中 1 / 3 は 側 副 血 行 が な く 毛 細 血 管 相 の 延 長 ， 静 脈2  

う っ 滞 を 呈 し て い た ． ま た ， 左 横 静 脈 洞 に 造 影 欠 損 が あ り 血 栓 の 存3  

在 が 疑 わ れ た ． ( F i g .  2 A ,  B )   4  

治 療 経 過  5  

1 0 日 間 の 経 過 で 出 血 を 起 こ し た こ と ，静 脈 う っ 滞 が あ る こ と か ら 症6  

状 の 進 行 が 予 測 さ れ 血 管 内 治 療 を 行 っ た ． 上 矢 状 静 脈 洞 へ ア プ ロ ー7  

チ ル ー ト と し て 左 右 の 横 静 脈 洞 ， S 状 静 脈 洞 の 蛇 行 の 程 度 は 同 等 で8  

あ り ， 左 横 静 脈 洞 に 血 栓 の 存 在 が 示 唆 さ れ る た め 左 内 頚 静 脈 か ら ア9  

プ ロ ー チ す る 方 針 と し た ．  1 0  

ヘ パ リ ン を 5 0 0 0 単 位 投 与 し ，以 降 1 時 間 に 1 0 0 0 単 位 ず つ ヘ パ リ ン1 1  

を 追 加 し た  (計 7 0 0 0 単 位 )． 診 断 用 に 右 内 頚 動 脈 に 4 F r  J B 2  (メ デ1 2  

ィ キ ッ ト ， 東 京 ) を 留 置 し ， 右 大 腿 静 脈 か ら 6 F r  S h u t t l e  ( C o o k  1 3  

M e d i c a l  I n c . ,  B l o o m i n g t o n ,  I N ,  U S A )を 左 内 頚 静 脈 に 留 置 し た ．1 4  

P e n u m b r a  5 M A X  A C E  6 8  ( P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C A ,  U S A ） を1 5  

M a r k s m a n  （ e V 3  C o v i d i e n ,  I r v i n e ,  C A ,  U S A） と C H I K A I - 1 4  (朝1 6  

日 イ ン テ ッ ク ， 愛 知 )で 上 矢 状 静 脈 洞 中 1 / 3 に 誘 導 し た  ( F i g .  3 A )．  1 7  

A d i r e c t  a s p i r a t i o n  f i r s t  p a s s  t e c h n i q u e  ( A D A P T )で 血 栓 回 収 を 行1 8  

い ， P e n u m b r a  5 M A X  A C E  6 8 お よ び S h u t t l e か ら 多 量 の 血 栓 が 回1 9  

収 さ れ た ． 1 回 目 の 血 栓 回 収 後 の 撮 影 で 上 矢 状 静 脈 洞 の 再 開 通 は み2 0  

ら れ な か っ た ．  P e n u m b r a  5 M A X  A C E  6 8 を 上 矢 状 静 脈 洞 中 1 / 3 に2 1  

留 置 し て A D A P T で 2 回 ， 合 計 3 回 の 血 栓 回 収 を 行 っ た ． 3 回 目 の2 2  

血 栓 回 収 終 了 後 に 上 矢 状 静 脈 洞 後 1 / 3 が 描 出 さ れ ， 静 脈 洞 交 会 合 流2 3  

部 近 傍 の 血 栓 が 明 ら か に な っ た  ( F i g  3 B )．S o l i t a i r e  P l a t i n u m  6 m m  2 4  



4 
 

x  4 0 m m  ( M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A )を 展 開 し ， P e n u m b r a  1  

5 M A X  A C E  6 8 を S o l i t a i r e  P l a t i n u m と 一 体 と し て 血 栓 回 収 す る と2  

上 矢 状 静 脈 洞 中 1 / 3 の 部 分 再 開 通 が 得 ら れ た ( F i g .  3 C ,  D )．上 矢 状 静3  

脈 洞 の 前 方 へ M a r k s m a n の 誘 導 を 試 み た が 難 渋 し 治 療 を 終 了 し た ．4  

4 回 の 血 栓 回 収 で 多 量 の 血 栓 が 回 収 さ れ  ( F i g .  3 E )，血 栓 は 赤 血 球 と5  

フ ィ ブ リ ン が 混 在 す る 新 鮮 血 栓 で ，一 部 器 質 化 が 進 行 し て い た  ( F i g .  6  

3 F )． 術 後 は ヘ パ リ ン に よ る 抗 凝 固 療 法  ( 1 0 0 0 0 単 位 /日 )を 継 続 し ，7  

術 翌 日 の A P T T は 2 1 . 4 秒 で あ っ た が ， 不 正 性 器 出 血 が 続 き 術 翌 日8  

に 適 応 外 で あ る が エ ド キ サ バ ン  3 0 m g に 変 更 し た ． ま た ， 痙 攣 予 防9  

と し て レ ベ チ ラ セ タ ム  1 0 0 0 m g /日 を 開 始 し た ．術 後 ，意 識 は 清 明 と1 0  

な り 右 下 肢 の 感 覚 障 害 は 改 善 し た ． 術 5 日 目 の 脳 血 管 撮 影 で 上 矢 状1 1  

静 脈 洞 は 前 方 ま で 再 開 通 し て い た が 血 栓 が 残 存 し て い た  ( F i g .  4 A -1 2  

C )．術 1 3 日 目 に m o d i f i e d  R a n k i n  S c a l e  ( m R S )  0 で 自 宅 退 院 し た ．1 3  

術 後 の 血 液 検 査 で プ ロ テ イ ン S， プ ロ テ イ ン C， お よ び 抗 リ ン 脂 質1 4  

抗 体 は い ず れ も 正 常 で あ っ た ． 治 療 1 ヵ 月 後 の 脳 血 管 撮 影 で 血 栓 は1 5  

描 出 さ れ ず 上 矢 状 静 脈 洞 の 完 全 再 開 通 が 得 ら れ た ( F i g .  4 D - F )．現 在 ，1 6  

術 後 3 ヶ 月 目 で 症 状 無 く 経 過 し て お り ， エ ド キ サ バ ン 3 0 m g， レ ベ1 7  

チ ラ セ タ ム  1 0 0 0 m g を 継 続 し ， 経 過 観 察 中 で あ る ．  1 8  

考 察  1 9  

今 回 ， 我 々 は 脳 静 脈 洞 血 栓 症 に 対 し 初 期 治 療 と し て 血 栓 回 収 を 行2 0  

っ た 症 例 を 経 験 し た ． 脳 静 脈 洞 血 栓 症 は 比 較 的 稀 な 疾 患 で あ り ， 全2 1  

脳 卒 中 の 0 . 5 - 1 %， 1 5 . 7 人 / 1 0 万 人 /年 の 頻 度 と 報 告 さ れ て い る 1 )  2 ) ．2 2  

基 礎 疾 患 を 有 す る 若 年 者 か ら 中 年 に 発 症 す る こ と が 多 く ， 妊 娠 ・ 産2 3  

褥 ，経 口 避 妊 薬 の 使 用 ，ア ン チ ト ロ ン ビ ン I I I 欠 乏 症 や p r o t e i n  C / S2 4  
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欠 損 症 ， 抗 リ ン 脂 質 抗 体 症 候 群 ， 頭 部 外 傷 ， 膠 原 病 ， 悪 性 疾 患 ， 血1  

液 疾 患 な ど が 原 因 と な る ． 脳 静 脈 洞 血 栓 症 の 発 症 に 炎 症 性 腸 疾 患 が2  

関 与 す る の は 全 脳 静 脈 洞 血 栓 症 の う ち 1 . 6 %と さ れ 3 ) ，本 邦 で は 潰 瘍3  

性 大 腸 炎 の 2 . 2 %に 脳 静 脈 洞 血 栓 症 を 合 併 し た と 報 告 さ れ て い る 6 ) ．4  

ま た ， 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 活 動 期 に 脳 静 脈 洞 血 栓 症 を 合 併 す る こ と が 多5  

い と さ れ る 7 ) ． 本 症 例 で は プ レ ド ニ ゾ ロ ン ， エ ス ト ラ ジ オ ー ル の 内6  

服 が 背 景 に あ り ， 活 動 性 の 潰 瘍 性 大 腸 炎 が 脳 静 脈 洞 血 栓 症 の 原 因 に7  

な っ た と 考 え ら れ る ． 治 療 は 2 つ の ラ ン ダ ム 化 比 較 研 究 か ら ヘ パ リ8  

ン 静 注 お よ び 低 分 子 ヘ パ リ ン の 皮 下 注 の 有 用 性 が 示 さ れ 8 ,  9 ) ， 2 0 119  

年 の A H A の ガ イ ド ラ イ ン で は 抗 凝 固 療 法 が 第 一 選 択 と さ れ て い る1 0  

3 ) ．一 方 ，抗 凝 固 療 法 を 施 行 し て も 転 帰 が 不 良 と な る 例 も あ り ，2 0 0 41 1  

年 の I n t e r n a t i o n a l  S t u d y  o n  C e r e b r a l  Ve i n  a n d  D u r a l  S i n u s  1 2  

T h r o m b o s i s の 報 告 で は 8 3 . 3 %に 抗 凝 固 療 法 が 施 行 さ れ ， m R S  0 が1 3  

5 7 . 1 %で あ っ た の に 対 し m R S  3 - 6 の 転 帰 不 良 ， 死 亡 例 は 1 3 . 4 %で あ1 4  

っ た 1 0 ) ．同 報 告 で は 転 帰 不 良 の リ ス ク 因 子 と し て 3 7 歳 以 上 ，男 性 ，1 5  

昏 睡 ， 精 神 疾 患 ， 入 院 時 C T で 脳 出 血 が あ る こ と ， 深 部 静 脈 系 の 血1 6  

栓 ， 中 枢 神 経 感 染 症 ， 悪 性 腫 瘍 を 挙 げ て い る ． 本 症 例 で は 3 7 歳 以1 7  

上 ， 脳 出 血 が あ る こ と が 該 当 す る ．  1 8  

脳 静 脈 洞 血 栓 症 の 症 状 の 進 行 に つ い て B u s h n a q ら は 1 4 7 例 中 3 81 9  

例 で 症 状 が 進 行 し ， 症 状 進 行 の リ ス ク 因 子 と し て 罹 患 静 脈 洞 の 数 ，2 0  

入 院 時 の 意 識 レ ベ ル  ( G l a s g o w  c o m a  s c a l e  <  1 5 )， 血 小 板 数  2 2 . 5 万2 1  

以 下 ，血 中 ナ ト リ ウ ム  1 3 9 以 下 ，発 症 時 て ん か ん の 有 無 ，経 口 避 妊2 2  

薬 の 内 服 の 有 無 ， う っ 血 乳 頭 を 挙 げ て い る 5 ) ． S h e t h ら は 罹 患 静 脈2 3  

洞 の 静 脈 還 流 パ タ ー ン を 静 脈 の 描 出 が な い も の ， 静 脈 の 描 出 が あ る2 4  
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が 側 副 血 行 と し て 機 能 し て い な い も の ， 側 副 血 行 と し て 機 能 す る 静1  

脈 が あ る も の の 3 パ タ ー ン に 分 け ， 側 副 血 行 と し て 機 能 す る 静 脈 が2  

な い 脳 静 脈 洞 血 栓 症 1 3 例 中  1 0 例 で 症 状 が 進 行 し た と 報 告 し て い3  

る 1 1 ) ．こ の よ う に 症 状 が 進 行 す る リ ス ク が 高 い 症 例 に 対 し て は 診 断4  

早 期 の 血 管 内 治 療 で 速 や か な 静 脈 還 流 の 再 開 が 期 待 で き 症 状 の 進 行5  

の 予 防 が 期 待 で き る と 考 え ら れ る ． 本 症 例 で は 上 矢 状 静 脈 洞 全 長 に6  

血 栓 が 存 在 し て お り ， 前 方 お よ び 後 方 は 板 間 静 脈 を 介 し た 側 副 血 行7  

が み ら れ た が 中 1 / 3 は 側 副 血 行 が な く ， 毛 細 血 管 相 の 遅 延 ， 静 脈 う8  

っ 滞 を 呈 し て い た ．静 脈 還 流 パ タ ー ン か ら は S h e t h ら の 報 告 す る 高9  

リ ス ク 群 で あ り ， B u s h n a q ら の 報 告 す る 意 識 レ ベ ル の 低 下 ，発 症 時1 0  

て ん か ん ， 経 口 避 妊 薬 の 内 服 が 該 当 し て お り ， 抗 凝 固 療 法 単 独 で は1 1  

症 状 進 行 の リ ス ク が 高 い 症 例 で あ っ た と 考 え ら れ 早 期 の 血 管 内 治 療1 2  

は 妥 当 で あ っ た と 考 え ら れ る ．  1 3  

血 管 内 治 療 の 手 技 は ウ ロ キ ナ ー ゼ に よ る 血 栓 溶 解 1 2 ) ，バ ル ー ン に1 4  

よ る 破 砕 1 3 ) ， A n g i o J e t  ( B o s t o n  S c i e n t i f i c ,  N a t i c k ,  M A ,  U S A )に よ1 5  

る 機 械 的 血 栓 回 収 1 4 ) ， ス テ ン ト 留 置 1 5 ) な ど が 報 告 さ れ て い る ． 本1 6  

症 例 の よ う に ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー お よ び P e n u m b r a  s y s t e m で 血1 7  

栓 回 収 を 行 っ た 報 告 と し て ， S t i c z e n ら は 抗 凝 固 療 法 に 抵 抗 性 の 1 31 8  

例 の 脳 静 脈 洞 血 栓 症 に 対 し て Tr e v o  X P  ( S t r y k e r  N e u r o v a s c u l a r,  1 9  

F r e m o n t ,  C A ,  U S A )  単 独 ま た は P e n u m b r a  s y s t e m 併 用 で 血 栓 回 収2 0  

を 行 い ， 1 3 症 例 中 1 2 例 で 再 開 通 が 得 ら れ ，  8 例 は 部 分 再 開 通 で あ2 1  

っ た が m R S  2 以 上 の 転 帰 良 好 例 は 1 2 例 で あ っ た と 報 告 し て い る2 2  

1 6 ) ． ま た ， 脳 静 脈 洞 血 栓 症 に 対 し 血 管 内 治 療 を 行 っ た I l y a s ら の シ2 3  

ス テ マ チ ッ ク レ ビ ュ ー で は 完 全 再 開 通 は 6 9 . 0 %，出 血 の 増 大 は 8 . 7 %，2 4  



7 
 

m R S  2 以 上 の 転 帰 良 好 例 は 7 6 %で あ っ た ．こ の う ち ス テ ン ト リ ト リ1  

ー バ ー は 11 . 5 %， P e n u m b r a  s y s t e m は 8 . 9 %で 使 用 さ れ ， ス テ ン ト2  

リ ト リ ー バ ー ，P e n u m b r a  s y s t e m を 用 い た 群 と そ れ 以 外 の 群 で 再 開3  

通 率 ， 出 血 率 に 有 意 差 は な か っ た と さ れ る 1 7 ) ． し か し ， B a l l o o n  4  

c a t h e t e r や r h e o l y t i c  c a t h e t e r は 硬 く 大 型 の デ バ イ ス で あ り ，5  

S i d d i q u i ら は r h e o l y t i c  c a t h e t e r は 低 い 再 開 通 率 や 周 術 期 合 併 症 と6  

関 連 す る と 報 告 し て い る 1 8 ) ．今 回 我 々 が 用 い た ス テ ン ト リ ト リ ー バ7  

ー や P e n u m b r a  s y s t e m は 誘 導 性 の 高 い デ バ イ ス で あ り 再 開 通 率 の8  

上 昇 や 周 術 期 合 併 症 の 低 下 が 期 待 で き る と 考 え ら れ る ．  9  

血 管 内 治 療 の タ イ ミ ン グ に つ い て I l y a s ら の シ ス テ マ チ ッ ク レ ビ1 0  

ュ ー で は 7 2 例 が 発 症 1 日 以 降 ，6 例 が 発 症 1 日 以 内 で あ っ た ．発 症1 1  

か ら 1 日 以 内 に 血 管 内 治 療 を 行 っ た 早 期 治 療 群 で は 優 位 に 転 帰 不 良1 2  

と さ れ る が ， 過 去 の 報 告 で は 重 症 例 ， 症 状 進 行 例 に 対 し て 血 管 内 治1 3  

療 を 行 っ た 報 告 が 多 く 早 期 治 療 群 で は 重 症 例 が 多 く 含 ま れ て い る 可1 4  

能 性 は 否 定 で き な い ． D a s h t i ら は 脳 静 脈 洞 血 栓 症 1 3 例 に 対 し て 初1 5  

期 治 療 と し て A n g i o J e t に よ る 血 栓 回 収 を 行 い ， 1 0 例 が 転 帰 良 好 で1 6  

あ っ た と 報 告 し て い る 1 9 ) ．  1 7  

本 症 例 は 血 栓 回 収 後 ，部 分 再 開 通 で 終 了 し て い る ．I l y a s ら の シ ス1 8  

テ マ チ ッ ク レ ビ ュ ー で は 完 全 再 開 通 が 得 ら れ た 群 と 部 分 再 開 通 が 得1 9  

ら れ た 群 で 転 帰 に 有 意 差 は な か っ た と 報 告 し て い る ． 部 分 再 開 通 で2 0  

あ っ て も 適 切 に 抗 凝 固 療 法 を 行 う こ と で 抗 凝 固 薬 に 曝 露 さ れ る 血 栓2 1  

が 増 え る こ と で 治 療 効 果 が あ る と 考 え ら れ る ．  2 2  

ま た ， 本 症 例 で は 病 理 組 織 学 検 査 で 赤 血 球 と フ ィ ブ リ ン を 主 体 と2 3  

し た 血 栓 で あ っ た が 一 部 フ ィ ブ リ ン の 器 質 化 が 進 行 し て い た ． 頭 蓋2 4  
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内 動 脈 閉 塞 に 対 す る 血 栓 回 収 で は フ ィ ブ リ ン の 成 分 の 多 い 血 栓 が 赤1  

血 球 主 体 の 血 栓 に 比 べ 再 開 通 率 が 低 い と 報 告 さ れ て い る 2 0 ) ．本 症 例2  

に お い て も 器 質 化 し た フ ィ ブ リ ン が あ り ， 抗 凝 固 療 法 の み で は 完 全3  

再 開 通 で き な か っ た 可 能 性 が あ る ． ま た ， 待 機 的 に 治 療 す る こ と で4  

血 栓 の 器 質 化 が 進 み ， 血 栓 回 収 が 困 難 と な る 可 能 性 が あ る ． こ の 点5  

で も 早 期 の 血 栓 回 収 が 有 用 で あ る と 考 え ら れ る ．  6  

 7  

結 語  8  

脳 静 脈 洞 血 栓 症 に 対 し て 初 期 治 療 と し て 血 管 内 治 療 を 行 っ た 症 例9  

を 経 験 し た ． 脳 静 脈 洞 血 栓 症 は 抗 凝 固 療 法 に 抵 抗 例 が あ り ， 血 管 内1 0  

治 療 に よ り 早 期 に 静 脈 還 流 を 再 開 す る こ と で 症 状 の 進 行 の 予 防 が 期1 1  

待 で き る と 考 え ら れ た ．  1 2  
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r e v i e w  o f  1 8 5  c a s e s .  S t r o k e  2 0 1 5 ;  4 6 :  1 2 6 3 - 1 2 6 8 .  1 4  

1 9 )  D a s h t i  S R ,  H u  Y C ,  Ya o  T,  e t  a l .  M e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  a s  1 5  

f i r s t - l i n e  t r e a t m e n t  f o r  v e n o u s  s i n u s  t h r o m b o s i s :  t e c h n i c a l  1 6  

c o n s i d e r a t i o n s  a n d  p r e l i m i n a r y  r e s u l t s  u s i n g  t h e  A n g i o J e t  1 7  

d e v i c e .  J  N e u r o i n t e r v  S u r g  2 0 1 3 ;  5 :  4 9 - 5 3 .  1 8  

2 0 )  S h i n  J W,  J e o n g  H S ,  K w o n  H J ,  e t  a l .  H i g h  r e d  b l o o d  c e l l  1 9  

c o m p o s i t i o n  i n  c l o t s  i s  a s s o c i a t e d  w i t h  s u c c e s s f u l  2 0  

r e c a n a l i z a t i o n  d u r i n g  i n t r a - a r t e r i a l  t h r o m b e c t o m y.  P L o S  O n e  2 1  

2 0 1 8 ;  1 3 :  e 0 1 9 7 4 9 2 .  2 2  

 2 3  

 2 4  
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 1  

図 表 の 説 明  2  

F i g u r e  1  3  

C o m p u t e d  t o m o g r a p h y  s h o w e d  s u b o c c i p i t a l  h e m o r r h a g e  a t  r i g h t  4  

s u p e r i o r  f r o n t a l  g y r u s  ( a r r o w )  ( A ) .  F l u i d - a t t e n u a t e d  i n v e r s i o n  5  

r e c o v e r y  i m a g i n g  s h o w e d  e d e m a  a t  l t .  p o s t c e n t r a l  g y r u s  ( B ) .  T 2 *  6  

w e i g h t e d  i m a g i n g  s h o w e d  d i l a t e d  c o r t i c a l  v e i n  d r a i n i n g  i n t o  t h e  7  

s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s ,  w h i c h  s u g g e s t  c o r t i c a l  v e i n  t h r o m b o s i s  8  

( C ) .  P o s t e r o l a t e r a l  v i e w  o f  3 D - C TA r e v e a l e d  o c c l u s i o n  o f  t h e  9  

s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s  ( D ) .  1 0  

 1 1  

F i g u r e  2  1 2  

Ve n o u s  p h a s e  o f  a n t e r o p o s t e r i o r  ( A )  a n d  l a t e r a l  ( B )  v i e w  o f  t h e  1 3  

r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  a n g i o g r a p h y.  S u p e r i o r  s a g i t t a l  1 4  

s i n u s  w a s  t o t a l l y  o c c l u d e d .  A n t e r i o r  a n d  p o s t e r i o r  t h i r d  o f  t h e  1 5  

c o r t i c a l  v e i n  w a s  d r a i n e d  i n t o  d i p l o i c  v e i n  ( a r r o w ) ,  h o w e v e r  1 6  

m i d d l e  p a r t  o f  t h e  c o r t i c a l  v e i n  h a d  n o  c o l l a t e r a l  r o u t e  1 7  

( a r r o w h e a d )  a n d  s h o w e d  v e n o u s  c o n g e s t i o n .  F i l l i n g  d e f e c t  w a s  1 8  

o b s e r v e d  i n  m i d d l e  p a r t  o f  t h e  l e f t  t r a n s v e r s e  s i n u s .  1 9  

F i g u r e  3  2 0  

L a t e r a l  v i e w  o f  t h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  a n g i o g r a p h y  ( A ) .  2 1  

P e n u m b r a  5 M A X  A C E  6 8  w a s  p l a c e d  a t  t h e  m i d d l e  p a r t  o f  t h e  2 2  

s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s  ( a r r o w )  .  T h r e e  t i m e s  a f t e r  m e c h a n i c a l  2 3  

t h r o m b e c t o m y  u s i n g  P e n u m b r a  s y s t e m ,  i n j e c t i o n  f r o m  P e n u m b r a  2 4  
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s y s t e m  s h o w e d  f i l l i n g  d e f e c t  a t  t h e  p o s t e r i o r  p a r t  o f  t h e  s u p e r i o r  1  

s t r a i g h t  s i n u s  ( a r r o w )  ( B ) .  A f t e r  t h r o m b e c t o m y  b y  S o l i t a i r e  2  

P l a t i n u m  6 m m  x  4 0 m m  a n d  P e n u m b r a  5 M A X  A C E  6 8 ,  p a r t i a l  3  

r e c a n a l i z a t i o n   o f  p o s t e r i o r  p a r t  o f  t h e  s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s  4  

w a s  a r c h i v e d  ( a r r o w )  ( C ,  D ) .  A f t e r  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y,  a  5  

l a r g e  a m o u n t  o f  c l o t  w a s  r e t r i e v e d  ( E ) .    H e m a t o x y l i n - E o s i n  6  

s t a i n i n g  o f  t h e  r e t r i e v e d  t h r o m b u s  ( F )  ( x 4 0 0 ) s h o w e d  r e d  b l o o d  7  

c e l l  ( * ) ,  f i b r i n  c o n t a i n e d  r e d  b l o o d  c e l l  ( * * )  a n d  p a r t i a l l y  8  

o r g a n i z e d  t h r o m b u s  ( * * * )   .  S c a l e  b a r  1 0 0μm   9  

 1 0  

F i g u r e  4  1 1  

F i v e  d a y s  a f t e r  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y.  A n t e r i o r - p o s t e r i o r  1 2  

v i e w  o f  t h e  l e f t  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  ( A )  a n d  a n t e r i o r - p o s t e r i o r  1 3  

a n d  l a t e r a l  v i e w  o f  t h e  r i g h t  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  ( B ,  C )  s h o w e d  1 4  

p a r t i a l  r e c a n a l i z a t i o n  o f  t h e  a n t e r i o r  p a r t  o f  t h e  s u p e r i o r  1 5  

s a g i t t a l  s i n u s .  O n e  m o n t h  a f t e r  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y.  1 6  

A n t e r i o r - p o s t e r i o r  v i e w  o f  t h e  l e f t  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  ( D )  a n d  1 7  

a n t e r i o r - p o s t e r i o r  a n d  l a t e r a l  v i e w  o f  t h e  r i g h t  c a r o t i d  1 8  

a n g i o g r a p h y  ( E ,  F )  s h o w e d  c o m p l e t e  r e c a n a l i z a t i o n  o f  t h e  1 9  

s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s . .  2 0  
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